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業務概要

1.業務名奈良先端大非常用発電機(バイ"仁ンスD棟)分解整備点検業務

文教施設保全業務特記仕様書

2 業務場所奈良県生駒市高山町8916-5 係既瓣轍徹蛾艀生鯛辧陶

3 業務期間契約日の翌日から'令和8年3月27日(金)まで

4 業務仕様

この保全業務(以下「業務」という。)の受注者は、奈良先端科学技術大学院大学

が定めた役務請負契約基準に準じ、この特記仕様書、文教施設保全業務標準仕様書

(令和5年版X以下「標準仕様書」という。)、建築保全業務共通仕様書(令和5年版)

(以下「共通仕様書」という。)及び別紙図面に基づき次の業務を履行する。

5

定期点検

(分解整備)

対象業務

業務内容

6

(E点検)

特記仕様書の適用方法

(D ・印で始まる事項については、 0印を付した事項のみ適用する。

(2)表中の各欄に数字、文字、記号等を記入する事項については、記入した事項の

み適用する。

(3)^又はX印で抹消した事項は全て適用しない。

(4)特記された材料、製品名等は、特記されたもの又は同等以上のものを使用する

こととし、同等以上のものを使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

バイオD棟用

非常用発電機

対象設備等

3 φ 3W 210V/60HZ 420kvA

設備等概要



Ⅱ 一般共通事項

1.監督職員

監督職員とは、発注者がこの業務を監督するものとして定めた職員をいう。

共通仕様書中の「施設管理担当者」とあるのは「監督職員」と読み替えるもの

とする。

2 請負代金の支払い

との業務の受注者は、

の支払いを請求できる。

請負代金の支払いは、

3 受注者の負担の範囲 a.1.3)

停電時の作業に使用する電力

4

発注者の指定した者が行う検査に合格したときは、請負代金

奈良先端科学技術大学院大学管理部会計課から1回に支払う。

貸与資料 a.2.3)

@電気設備完成図面

@単線結線図

@国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学自家用電気工作物保安規程

5 業務責任者 a.3.2)

自家用発電設備専門技術者(保全部門)の資格を有する者で5年以上の経験を有する

者

用水は、受注者が準備し負担する。

6 業務条件(1.3.3)

定期点検の実施時間帯は、次のとおりとする。実施日は、監督職員と協議する。

8:30~17:00

7
メ"

8

9 業務担当者 a.4. D

業務対象設備に係わる業務従事者は、次の資格を有する者とする

なし。

J-L,

ム=

10.別契約の業務等(1.4.4)

業務の実施にあたっては、次の業務の責任者と調整を図り円滑に業務を実施する。

@奈良先端大生駒団地保全業務

11.行事等への立会い(1.4.5)

なし



12.監督職員の立会い a.4.6)

次の室へ入室する際は、監督職員及び当該施設責任者の承諾を受けること。

@全ての研究室,実験室

13.廃棄物の処理(1.5. D

発生材の処理は、次による。

D品名

1)品名

2)引渡し先

゛=

1)品名

D品名

(5)関係法令により適切に処理するもの

1)品名点検整備に伴い発生した金属類等

※産業廃棄物処分の上、マニュフェストを提出すること。

2)引渡し先

H.居室等の利用(2.1. D

なし

3)集積場所

4)集積方法

15.共用施設の利用(2.1.2)

なし

2)使用場所

3)集積場所

16.駐車場の利用(2.1.3)

当該業務を実施するため、本学の駐車場を利用できる。

ただし、事前に駐車許可証の発行を受けること。

17.点検の省略(2編1.1.6)

なし

18.その他

点検中に不具合などを発見した場合、点検後に不具合状況を確認できなくなる箇所

については、速やかに監督職員に報告する。



Ⅲ.定期点検及び保守

1.受変電及び負荷設備

(D業務対象設備の概要

バイオサイエンスD棟(屋外)

施設場所

@施設場所は、呂1縣氏1、施設内の機器は男1俳氏2 -1~呂1俳氏2 -2 による。

(2)点検項目,点検内容及び周期

D業務対象設備点検は、呂1絲氏3 「非常用発電機点検基準表」による。

2)E点検時に交換を行う部品のりストは呂1俳氏4 による。

(3)規定値

受変電設備のB種接地抵抗の許容値は75Ω以下。

施設名称

非常用発電機

(4)中央監視等

分解整備点検終了後、

製造業者名:ヤンマーエネルキ、ーシステム(株)
形式: AP450C・2-6TG

3 Φ3W 210V/60HZ,発電容量:420kvA

4乍'写解赦'今後ヂ起動を手動にて行い起動の確認及び本学中央監視盤に表示されるか確

認をおこなう。

施設概要

粲,〒

(5)支給材料

業務対象設備の予備品・付属品として配置されている機器専用の油脂,カーボン,

グリス,塗料,表示灯用電球は、本業務に含む。

^

点検周期

゛24

A~E

(6)業務報告書

業務完了後に次の書類等を提出する。

2部@点検及び保守結果報告書

2部@試験成績書及び計測記録

1 立B@点検記録写真

書式は別添の業務報告書による@受注者の業務報告書による

点検及び保守結果報告書・点検記録写真については,紙媒体及び電子データ

(CD・RまたはDVD・R)で提出する。

メ=

^

^

゛24

゛↓与

メー 二→十

(フ)その他

^
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今回点検範囲

0

点検種別

0

A点検

点検問隔

B点検

0

3か月ごと

非常用発電機点検基準表

主たる項目・作業項目(詳細は非常用発電機点検基准表による)

周周囲・外観状況始動・運転・停止状況の点検、無負荷運転、

主要部水・油・ガス・空気モレ点検、冷却水・燃料油・潤滑油量確認

計器類指示確認、発電機機能点検、その他点検整備表参照

C点検

6か月ごと

0

潤滑油汚れ点検、タンクのドレン抜き、冷却水・燃料油送油ボンプ

作動状況点検、その他点検整備表参照

0

D点検

1年ごと

制御盤計器の点検、接地・絶縁抵抗測定、各センサ類、コネクタ確認、

エンジンコントローラの点検、インジェクター配線確認、セルモータ作動確認、吸

排気弁バネ点検、吸排気弁弁頭スキマ調整、燃料・潤滑油コシ交換

油水分離器フィルター交換、カムローラ点検、エアフィルタ清掃、その他点検整備

表参,累

E点検

2年ごと

0

機関潤滑油交換、冷却水交換、冷却水ヒータ交換、インジェクター診断

その他点検整備表参照

4年ごと

F点検

ラジエータコアの掃除、シリンダヘッド・全気筒分解点検・整備

インタークーラーコアの掃除、ゴムホース交換、 Vべルト交換、

ラジエータキャップ交換、その他点検整備表参照

8年ごと

トン抜出し点検掃除(全気筒)、シリンダライナピス

別紙3

備考

ーンクピン・ジャーナル点検、各センサー類ンメタル小、

交換、過給機交換、冷却水ポンプ交換、潤滑油ポン,、、、の他点検整備表参照

J 、 タル点検、

A点検含む

A及び

B点検含む

P・1

シリンダライナパッキン新替(全

ノ又.Ξ

A、 B及び

C点検含む

気筒)

A、 B、 C及び

D点検含む

A、 B、 C、 D

及びE点検含む

ツ
筒
口
気 )



点検整備業務は下記点検項目に従って実施し、「点検整備結果報告書」受注業者様式により報告を行うこと。

点検部分

周

区

囲

水

非常用発電機点検基準表

の

換

画

の

状

表

標

況

侵

1

等

周囲の整理整頓、状況点検

原

2

入

点検整備項目(内容)

区画、編壁等の破損有無点検

動

3

機

水の浸透、漏れ等の有無点検

4

明

換気装置の機能点検

5

識

発

^
ノ「,

潤

照明設備及び機能点検

6

電

装始

置動

却

タ配管等

その他の付属機器類

標識の表示状況の点検

7

機

始動用蓄電池設備

フ

表示の適否確認

8

ア

変形、損傷、脱落、漏れ等の有無点検

油

9

ン

周

点検種別

ララジエータ、配管等の漏れ、損傷、腐食の有無点検

10

類

囲

自

変形、損傷、腐食、及び駆動用Vべルトに

緩み、損傷の有無点検

Ⅱ

エンジンコントローラー

動

0

の

潤滑油の種類及ぴ油量の確認

12

補

始

状

0

0

変形、損傷、脱落、腐食、漏れ等の有無点検

B

電

0

動

況

0

0

蓄電池設備の機能点検に準ずる

14

表

機

源

盤

0

0

0

周囲の整理整頓、状況点検

15

表

開閉器

0

0

0

外形状で変形等の異常有無点検

保

16

0

盤

ヒ

0

0

0

備考

外形状で変形等の異常有無点検

17

継

0

灯

0

ユ

0

0

外形状で変形等の異常有無点検

遮断器

護

18

0

灯

0

0

0

各表示灯の点灯状況の確認

19

電

ズ

0

0

0

0

器

P・2

各表示灯の点灯状況の確認

20

器

外

装

類

0

0

0

0

0

開閉器及び遮断器の開閉機能確認

21

燃

器

0

0

0

0

0

0

適正ヒューズの使用

22

外

料

置

0

0

0

0

0

各継電器の機能確認

0

水

排

23

貯

類

0

0

確実に表示及び警報が動作するか否か確認

0

0

0

24

周

蔵

形

筒

0

0

設備を運転し、各計器の作動、指示値を点検

0

0

0

0

配

25

外

庫

囲

0

外形上で変形等の異常有無点検

0

0

結

0

0

26

0

形

の

0

規定の燃料油量があるか点検

0

0

0

接

27

0

0

状

0

外形上で変形等の異常有無点検

0

0

規定の油脂

0

0

28

線

0

通

況

始

0

規定の冷却水量があるか点検

0

0

0

29

0

0

形

運

0

可燃物が放置されていないか周囲の状況の点検

0

0

0

0

30

0

接

部

動

外形上で変形、損傷、支持金具の緩み等有無点検

0

0

0

0

31

0

管

転

貫通部の変形、損傷、脱落等の異常有無点検

0

0

0

0

32

0

続

性

変形、損傷、漏れ等の有無点検

0

0

0

0

33

0

地

性

0

0

回路、端末の変形、損傷等の有無点検

0

0

0

34

0

能

0

接地線の変形、接続部の損傷有無点検

0

0

0

0

0

35

0

タイムスケジュール及びシーケンス通りに、

自動始動動作が完了するか否か点検

0

0

0

0

0

36

0

0

0

0

0

0

無負荷運転での各部点検性能チェック

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

定格回転無負荷運転

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

規定の不凍液

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

手動のみ確認

0

ラジエ

F
 
点
検

E
 
点
検

D
 
点
検

C
 
点
検

B
 
点
検

A
 
点
検

点
検
項
目
愉

気

区
分

示

設
置
状
況
照

ビ
ヒ
ム
目

冷
却
装
置

自
家
発
電
装
置 滑機

器
点
検

示

示

制
御
装
置

量

計

燃
容

k
ク

却
ン

冷
タ

貫

気

機
器
点
検

料
等



点検整備業務は下記点検項目に従って実施し、

.

点検部分

停止性能

手

「点検整備結果報告書」受注業者様式により報告を行うこと。

耐

非常用発電機点検基準表

自

動

予

動

停

震

接

停

止

絶

備

37

措

止

地

手動停止措置の機能点検

38

点検整備項目(内容)

縁

タイムスケジュール及びシーケンス通りに

自動停止動作が完了するか否か点検

※始動用蓄電池設備

^
ロロ

置

保

始

抵

39

アンカーボルト、防震装置、可とう管継手等

耐震措置が適正に行われ、かつこれ等に変形、

損傷等がないかどぅか点検

動

抵

等 40

運

補

抗

予備品及び回路図等の備付状況点検

切替

性能

41

換

助

抗

転

抵抗値を測定し適正であるか否かを確認する

42

負

装

装

イ

抵抗値を測定し適正であるか否かを確認する

43

イ可

置

状

ン

蓄電池設備の総合点検に準ずる

燃

44

切

置

点検種別

確実に作動するか否か点検

料

油

45

況

^

力

作動値が設定通りか否か点検

燃

46

性

水

ク

正常な運転状況であるか否か点検

47

フ

0

料

ト

タ

換気(吸気及ぴ排気)の良否点検

移

48

分

イ

0

リ

切替良否点検

潤

49

タ

0

0

ツ

送

離

インジェクター配線確認

50

ド

}骨

0

0

ン

インジェクター診断

機関潤滑油

51

ポ

ポ

器

0

0

備考

油

カートリッジ交換

52

停止後再始動Lないこと

ク

ン

0

ボ

ン

エレメント交換

潤滑油コシ器

0

53

プ

別途

0

沈殿物・水分の排出

54

ン

0

潤

プ

0

、^
/1コ

フィードポンプの分解点検

0

55

0

プ

燃料移送ポンプの作動

、^
ノココ

、'、
/1コ

0

0

56

0

目視

主要部分の分解点検

、^
ノココ

0

0

57

0

却

汚れ点検

0

58

0

0

0

却

水

油量点検(検油棒上部目盛迄)

:日
ノ^

59

0

0

0

水

ポ

全量交換

ノ、、

60

0

0

P・3

ヒ

エレメント交換

0

シ

61

ン

ドリ

0

外観目視点検

0

0

62

リ

調

プ

吸

分解点検清掃

別途

63

0

0

ン

タ

0

仕組み交換

別途

0

力

0

64

0

ダ

0

排

断線・接点等の点検/2年毎に交換

0

0

65

0

0

0

弁

ノ、

作動確認

0

0

0

66

0

0

ツ

分解・点検

0

67

0

0

ム

0

ド

温調弁交換

68

0

0

0

0

燃焼室の力ーボン掃除

69

0

0

弁調整(弁頭スキマ)

0

0

70

0

軸

弁ノく才、・ノぐ才、受寺オ貪

0

0

71

0

カム軸・ロッカーアームローラー点検

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2年毎交換

0

0

0

0

0 オイ肝ヅ.』ルの漏れ点検

0

0

0

0

0

0

0

0

0
2年毎又は通電4,000時問毎

に交換

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
探傷検査(カラーチェッ

ク)

0

0

0

0

0 目視

0

ツシ

F
 
点
検

E
 
点
検

D
 
点
検

C
 
点
検

B
 
点
検

A
 
点
検

点
検
項
目
山

区
分

機
器
点
検

気

ヒ
ビ
ム
月

始
動
装
置

護

替

総
合
点
検

ジ

負
荷
運
転

ジ

燃
料
系
統

滑
却

潤
滑
油
系
統

弁気

ン
タ

却
水
系
統

油
器



点検整備業務は下記点検項目に従って実施し、「点検整備結果報告書」受注業者様式により報告を行うこと。

点検部分

ビ ス

非常用発電機点検基準表

連

ト

シ

72

接

ク

ン

リ

ピストン抜出し力ーボン掃除

73

点検整備項目(内容)

ン

リング・りング溝の点検

74

ダ

ク

ビストンビン・ピストンピン孔点検

75

軸

棒

ピストンビンメタル点検

76

過

イ

クランクピンメタル点検

フフ

受

連接棒ボルト点検

ナ

ン

78

空

シリンダライナ内径計測

79

ク

け

給

ライナ抜出し0りング交換。水ジャケット部掃除

回転計(周波数計)

82

軸

点検種別

主軸受ボルト、サイドポルトゆるみ点検

潤

83

、^
/1コ

ピン点検

84

;骨

機

ハズミ車側クランク歯車締付ボルト点検

燃

85

却

却

油

エアフィルタ点検

86

料

水

器

圧

過給機交換

油

87

油

圧

外観目視点検錆・損傷の有無

圧

力

88

圧

低

コアの掃除

力

89

下

機関停止中指針が零を指しているか

備考

0

力

冷却水温度、圧力、センサ

90

セ

機関停止中指針が零を指しているか

0

91

ン

ラジエータヘッド圧力を指してぃるか

0

92

サ

タンクヘッド圧力を指しているか

0

燃

93 ターミナルの接続確認

料

0

94

圧

計測表示値確認

0

0

95

力

センサー父換

給気温度、

0

96

セ

ターミナルの接続確認

97

0

ン

0

計測表示値確認

0

98

0

サ

カムシャフト

ドピ

0

センサー交換

0

99

0

圧カセンサ

0

ターミナルの接続確認

0

100

0

0

0

0

計測表示値確認

0

0

101

セ

0

クランクシャフトス

センサ

0

0

センサー交換

0

シグナルリング確認

102

0

0

発

ル

0

0

ターミナルの接続確認

0

0

103

0

0

計測表示値確認

0

0

104

0

0

モ

制

0

センサー交換

0

0

105

0

0

電

P・4

0

ターミナルの接続確認

0

0

106

0

0

計測表示値確認

0

0

107

0

0

タ

御

0

センサー交換

0

108

0

0

機

0

接点・プラシ等の点検

0

109

0

0

主巻き線の絶縁

0

0

Ⅱ0

0

盤

0

軸受けべアリング点検(異音、振動)

通信確認

0

111

0

0

0

計器の点検

0

112

0

0

保護継雷器の動作確認

0

0

0

0

通信確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

通信確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 通信確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

通信確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 目視点検
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点検整備業務は下記点検項目に従って実施し、「点検整備結果報告書」受注業者様式により報告を行うこと。

点検部分

非常用発電機点検基準表

ニ[

NO

113

タ

冷却水入替及び清掃

114

関

点検整備項目(内容)

コアの掃除、ゴムホース交換

115

係

ラジエータキャップ点検

116 ファンの取付ボルトゆるみ点検

117 ブアンペルトゆるみ点検

Ⅱ8 Vべルト交換(亀裂、劣化が見られれば即交換)

119 フィン・チュープ部点検

点検種別

0

0

0

0

0

0

0

備考

規定のクーラント

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 ファン用・ポンプ駆動用

0

P・5
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【交換部品りスト】

非常用発電機(バイオサ仁ンスD棟)分解整備点検 E点検
機種:AP450C-2-6TG

アイテム

ガスケ外(シリンダヘット、)

2 ガスケ外(ハイセンツキ)

3

品名・摘要

ガスケ外

4 アクチュエータ(サーマル)

5 フィルタ仂ードjツジ)

6 エレメント(オイルフィルタ)

7 リング(シールリングフンシャキ)

8 0りング(フンシャキヨウ)

9

10

0りンク

11

ジョイント(ユウアカ、゜イプ)

12

シールリング

単位

13

ヒータ(レイキャクスイ)

個

14

ジャバラ(ゴム)

個

15

スリープ(ゴム)

個

16

ワツシヤ

個

17

ホース(フレキシプル)

備考

個

18

別紙4

ベルKVりブト、)

8

個

ベルKVりブト、ファンヨウ)

8

個

他バッキン類

8

個

個

個

個

詑

個

詑

個

個

個

個

個

個

式

数量
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